
家の歴史
◆自然の中に創作の場を求めて
市指定文化財となっている山本有三記念館の
建物は1926（大正15）年の竣工とされる洋風建
築です。山本有三は、創作に適した自然を求め
て1936（昭和11）年に、当時、雑木林に囲まれ
た閑静な環境にあったこの家に家族とともに移
り住みました。後に有三は、三鷹市報に寄せた
文章の中で、「私はここで、『新編路傍の石』を
書き、『戦争とふたりの夫人』を書き、『米百俵』
を書いた。新かなづかい、当用漢字の制定、新
憲法の口語化にたずさわったのも、この時代の
ことである。（略）ミタカに住んでいたのは十一
年ほどだが、ミタカは私にとって忘れがたい土
地である。」（昭和40年11月3日発行三鷹市報「ミ
タカの思い出」）と記しています。
◆ミタカ少国民文庫の開設
また、有三は児童向けの図書に深い関心を持
ち、「日本少国民文庫」全16巻（昭和10～12年
新潮社）の執筆や編集を行い、戦後には国語教
科書を編纂するなど、青少年の教育にも情熱を
注いでいます。1942（昭和17）年から戦禍の激
しくなった1944（昭和19）年まで、１階応接間

を「ミタカ少国
民文庫」として
蔵書を近隣の子
どもたちに開放
し、本の少ない
時代に心の糧と
なる読書の大切
さを教えていま
す。

◆「有三青少年文庫」として
戦後、この家が進駐軍に接収されたため、有
三は転居し、1956（昭和31）年に、三鷹の家と
土地を東京都に寄付しました。東京都は有三の
意思を生かして1958（昭和33）年に都立教育研
究所の施設「有三青少年文庫」を開設しました。
専用バスで多摩地区の小学生を招き、学級文庫
貸出を行うなど、ここで確立された読書指導の
手法は全国に広まっていきました。
◆有三居住の頃の雰囲気に
やがて、東京都から三鷹市に移管され、1986

（昭和61）年に「三鷹市有三青少年文庫」が開館。
児童図書の貸出、閲覧を行うほか、有三の遺品

や資料を展示す
る記念室が設け
られ、有三好み
の和室も館内に
移設されました。
さらに、「三鷹
市山本有三記念
館」として再整
備されたのは
1996（平成８）
年のこと。邸内

は、有三居住当時の雰囲気を取り戻すべく、接
収時代に塗られたペンキを剥離、寄木細工の床
の磨き出し、マントルピースの修復などの改修
が行われ、遺族から寄贈された約1400点にもお
よぶ遺品や資料を公開するため、展示機能が充
実されました。現在では、年間を通じて、展覧
会や講演会などが開催されています。
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市 長 コ ラ ム

三
鷹
市
長

緑豊かな玉川上水沿いのほとり、「風の散歩道」沿い
に建つ「三鷹市山本有三記念館」――戯曲作家、小説
家の山本有三の旧宅です。個性的なデザインの３つの
マントルピース（暖炉）や、晩餐客がくつろぐドロー
イングルーム（応接間）などを特徴とする本格的な大
正末期の洋風建築。この家で、あの「路傍の石」や戯
曲「米百俵」が書かれたのかと思うとちょっと意外で、
不思議な気がします。逆境にあっても光明を求め成長
する人間を描き、自邸を開放して子どもたちに読書の
大切さを教えた有三の心に、この記念館で出会ってみ
ませんか。

◆開館 月曜日（※）・年末年始（12月28日～1月4日）を除く毎
日の午前９時30分～午後４時30分
※月曜日が休日の場合は、祝休日を除く翌日と翌々日が休館
◆交通 JR三鷹駅から風の散歩道（玉川上水）沿いに徒歩10分。
◆入館無料。資料の閲覧については事前の申込が必要です。
下連雀2－12－27 142－6233

見学ガイド

山本有三展「教訓と教養」
5月22日Aまで開催中

教訓は古い道徳観が作りだすように思わ
れがちですが、有三は既存の説話や文学を
用いた作品の中で、固有の啓示や諭しを生
みだし、特有の人生訓を創造しました。

新春対談　4・5面
絵本・童話作家として活躍する
市内在住の舟崎克彦さん（白百合
女子大学助教授）と清原慶子市長
が語り合います。

有三が設けた書斎兼居間 旧食堂のフード付き暖炉

2階への階段と装飾梁の天井

玄関ホールに続く暖炉コーナー

ミタカ少国民文庫の新年会（昭和18年）

有三青少年文庫の頃（平成6年）
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